
医学研究分野への患者参画へ “大きな一歩”

 患者・市民参画（PPI）ガイドブック
• 健康・医療戦略推進本部の「医療分野研究開

発推進計画」が2017年に一部変更され、「臨

床研究及び治験の実施に当たっては、その立
案段階から被験者や患者の参画を促進する」
と明記されたことが背景に

• 患者と研究者の協働を目指す第一歩。患者含
む委員会監修のもと作成、2019年４月公開

 PPIの意義
• 研究者：研究開発を進める上での新たな視点

と価値の獲得／患者の不安・疑問点を解消、
正しい理解を促進（過度な期待を防ぐ）

• 患者・市民：研究デザインなど利便性向上、ｱ
ﾝﾒｯﾄﾒﾃﾞｨｶﾙﾆｰｽﾞ等伝える場にも／研究が身
近になり、医療に対する関心が高まる

• 政府：限られた資金・資源を投入する方向性
への示唆が得られる
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